
一
　
は
じ
め
に

明
治
以
降
、
子
ど
も
た
ち
は
家
庭
・
学
校
・
社
会
に
お
い
て
保
護

さ
れ
る
と
と
も
に
管
理
さ
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
近
代
社
会
に
よ

る
保
護
と
管
理
の
網
の
目
か
ら
零
れ
落
ち
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
少

な
く
な
い
し
、
保
護
と
管
理
の
あ
り
方
に
問
題
が
な
か
っ
た
訳
で
は

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
保
護
と
管
理
を
期
待
で
き
る
安

心
社
会
が
目
指
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
安
心
社
会
は
高
度
経
済
成
長
期
に
達
成
さ
れ
た
よ
う

だ
。
山
田
昌
弘
に
よ
れ

（
（
（ば
、「
企
業
の
男
性
雇
用
の
安
定
と
収
入
増

加
」・「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
―
専
業
主
婦
型
家
族
の
安
定
と
生
活
水
準
の

向
上
」・「
学
校
教
育
の
職
業
振
り
分
け
機
能
の
成
功
と
学
歴
上
昇
」

に
よ
り
、「
生
活
の
安
定
と
向
上
が
保
証
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う

（
一
一
〇
頁
）。「
中
間
集
団
（
な
ら
び
に
保
険
シ
ス
テ
ム
）
が
、

人
々
が
生
活
リ
ス
ク
に
出
会
う
こ
と
を
防
ぎ
、
生
活
リ
ス
ク
に
出
会

っ
た
と
し
て
も
、
出
会
っ
た
人
々
を
守
っ
て
く
れ
て
い
た
」（
守
る

こ
と
が
期
待
で
き
た
）
の
で
あ
る
（
五
五
頁
）。
ち
な
み
に
、
こ
こ

で
い
う
「
中
間
集
団
」
と
は
個
人
と
国
家
の
間
に
あ
る
家
庭
・
学

校
・
企
業
な
ど
を
指
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
〇
年
頃
か
ら
個
人
を
生
活
リ
ス
ク
か
ら

守
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
き
た
中
間
集
団
そ
の
も
の
が
リ
ス
ク
化
し
、

現
代
人
は
裸
の
ま
ま
で
様
々
な
リ
ス
ク
（
子
ど
も
の
場
合
、
虐
待
・

い
じ
め
・
保
護
者
の
失
業
等
）
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
中
間
集
団
の
リ
ス
ク
化
を
描
い
た
作
品
を
検
討

す
る
こ
と
に
し
た

（
（
（い
。

二
　
家
庭
の
リ
ス
ク
化

ま
ず
は
、
家
庭
の
リ
ス
ク
化
を
描
い
た
作
品
と
し
て
、
い
と
う
み

く
『
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
』（
く
も
ん
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
を
取
り
上

げ
る
。

リ
ス
ク
社
会
時
代
の
児
童
文
学

　
　第
二
回

　中
間
集
団
の
リ
ス
ク
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　目
黒
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